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	Ａ
児
	・iPadの操作に慣れていて、マインクラフトの操作も非常に慣れている。
・一人での遊びを好み、絵を描くことが好き。
・３年生程度の漢字の読み書きができる。
・興味関心の高い話題なら語彙が豊富で、特にマインクラフトは詳しい。
	・自分の考えや工夫した点を友達や教師に言葉で説明できる。
【国語：３段階（２）】
	・友達と伝え合う場面を設定し、説明する機会を増やす。
	
	・自分の考えや工夫した点を友達や教師に言葉で説明できたか。

	
	
	・友達の話を聞いて、内容に応じた返事をすることができる。
【自活：コミュニケーション（６）】
	・様子を見守りながら、児童同士の会話に対して、質問や補足等の言葉かけをする。
	
	・内容に応じた返事をすることができたか。

	
	
	・自分の考えと友達の考えの違いに気づき、友達の良さに気づくことができる。
【自活：人間関係の形成（３）】
	・作った建物の報告を友達同士で行い、違いと良さについて伝え合う場面を設定する。
	
	・友達との違いに気づき、良いところを見つけることができたか。

	Ｂ
児
	・iPadでアプリを開き、好きな動画を探して見ることができる。
・クラスのリーダー的存在で、手伝いや発表など、進んで行うことができる。
・平仮名を読めるが、書くときに鏡文字になってしまうことがある。
・わからないことが聞けず、相手と異なる解釈をしてしまうことがある。
	・操作や作り方等で、わからない部分があれば聞くことができる。
【国語：３段階（２）】
	・座席配置を工夫し、質問しやすい環境や場面を作る。
	
	・わからない部分を聞くことができたか。

	
	
	・ブロックを数えながら並べたり、重ねたりして建物を作ることができる。
【算数：３段階（１）】
	・建物を制作する際に、ブロックの個数や高さを数えさせる。
	
	・ブロックを数えて建物を制作することができたか。

	
	
	・友達の話を聞き、自分の考えを説明することができる。
【自活：コミュニケーション（６）】
	・様子を見守りながら、児童同士の会話に対して、質問や補足等の言葉かけをする。
	
	・友達の話を聞き、自分の考えを説明することができたか。

	Ｃ
児
	・iPadを操作して、好きなアプリを開き、ゲームをすることができる。
・一人でパソコンをすることが好きだが、友達に誘われるといっしょに遊ぶことができる。
・平仮名で簡単な文章を書くことができる。
・簡単な日常会話ができて、自分から話すことが多い。
	・自分の考えを言葉で説明することができる。
【国語：３段階（２）】
	・友達と伝え合う場面を設定し、説明する機会を増やす。
	
	・自分の考えを言葉で説明することができたか。

	
	
	・ブロックを数えながら並べたり、重ねたりして建物を作ることができる。
【算数：３段階（１）】
	・建物を制作する際に、ブロックの個数や高さを数えさせる。
	
	・ブロックを数えて建物を制作することができたか。

	
	
	・友達の話を聞き、相手にわかりやすい言葉で自分の考えを伝えることができる。
【自活：コミュニケーション（６）】
	・言葉が少ないときには、教師が質問してわかりやすい言葉を引き出す。
	
	・自分の考えをわかりやすく伝えることができたか。



